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Dr. William Andersonと日本の関わりについて
一一 FlorenceNightingale関係調査より 一一
Dr. William Anderson’s Commitment to Japan 
in Association with Research on Florence Nightingale 
測井 喜美恵
Kimie FucHJI 
I はじめに
この度の調査は，現代看護につながる FlorenceNightingaleについての総合的研究の一端
として，Nightingaleがわが国に受容された経由の調査資料のなかから Mr.Wiliam Ander-
son （以下， W Andersonとする）の名がしばしば出てきたことであった。 調査を進めて行
くうちにW Andersonは，①StThomas' Hospital医学校の卒業生であること。②わが国の「お
雇い外国人」（Foreign Employees in Japan ）であること。③日本美術愛好家，収集家であ
ること。④ロンドン日英協会初代理事長であることが明らかになってきた。
W. Andersonが来日した頃は，日本の近代化への推移期（幕末の開港期から明治20年前後）
と言われている。 この期聞は「お雇い外国人Jの積極的な招聴期でもあり，日本政府は欧米の
先進文化を移入するため各部門にわたって，指導者として外国から政治，法律，外交，経済，
金融，諸産業，交通，教育学問，芸術などの広範囲にわたって雇用したのである。
W. Andersonが滞日していた1873年～1880年（明治6年一13年）は，政府雇い外国人の職
務別数からみても1873年一1875年が最も多く1881年以降は漸次減少している。このことからも
「お雇い外国人」時代の全盛期にW Andersonはわが国において活躍していたことが解る。
わが国の近代化の翠明は， 1859年の開港にはじまると言われている。同時代のイギリスにお
いては，世界の最大工業国であり先進国であった。 Nightingaleとの関わりからは，この時代
前後のイギリスは，ロシアと 4カ国連合国（ トルコ，フランス，イギリス，サルデニア）との
戦いであるクリミア戦争（1853年一56年）が起き Nightingaleは38名の看護団を組織して戦争
に従事したときである。また彼女は，戦争終了帰国後に「病院についての覚え書」（1858年）「看
護覚え書」（1859年）を著し，StThomas' Hospital内に TheNightingale Training School 
（看護学校）を創設し近代看護の基礎を築いたのである。 内海孝教授の講演のなかで，
「Nightingaleが1860年にロンドンで看護学校をはじめた経緯を聞き，そのとき，Nigh ting-
aleは日本の近代の歴史とひじようにクロスしているのではないか，影響をうけていると思っ
た」また 「日本の近代看護の歴史も，おそらく日本近代の歴史とひじようにタイアップするか
たちで考えられる」とのべている。まさしく，わが国の近代看護においては，その基点を
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Nightingaleの看護教育に求め， 1885年 （明治18年）有志共立東京病院看護婦教育所 （現，東
京慈恵医科大学医学部看護学科）をはじめ，1886年（明治19年）京都看病婦学校，桜井女学校
付属看護婦教育所，1887年（明治20年）医科大学第一医院看護婦養成所 （現，東京大学医学部
付属病院の前身）， 1890年 （明治23年）日本赤十字社看護婦養成所 （現， 日本赤十字看護大学）
の教育はNightingale方式にのっとり，その多くは外国人教師による高いレベルの教育を目ざ
したのである。この看護教育との関わりのなかで，間接的ではあるが， W. Andersonの大き
な働きがあった。
W. And巴rsonは滞日中に日本の絵画と美術品に憧慢し， 帰国後は日本絵画愛好家，収集家
として活躍し，その後大英博物館の日本絵画コレクションの基礎を築くのに貢献をなした。
W. Andersonに関しては，英国においても資料が少なく，わが国においても限られている。
しかしわが国の近代国家建設に歴史的役割をになって活躍したことは確かである。出来る限り
この度の調査のなかから探究してゆきたい。
Il St Thomas' HospitalとW.Anderson 
1. St Thomas’Hospital 
St Thomas' Hospitalは長い年月にわたって，ひたすら人類に奉仕してきたという点ではこ
の病院と肩を並べる建物は他に現存しないと云われてる。ロンドンで最も古い病院である。そ
れは Southwark地域のStMary Overie小修道院から始まっている。この小修道院は13世紀
①サザーク聖堂
② i1イ病院
③ セント・ト？ス病院
④ セント・ト？ス医科大学
⑤ ランベス宮
⑥ ロンドン州庁
⑦ 国会議事堂
③ ウエストミンスター寺院
③ アーチビショップスi1ー デン
87 
(1207年）のはじめ火事で焼滅している。一般には1215年に小修道院から完全に分離した存在
として Southwark地域の StThomas，を昔の病院の本当の始まりとされている。
1540年1月14日に StThomas' Hospital, Surrey, Sussex, Kent, Middlesex, Cambridgeの諸
州，ロンドン市その他にある病院の全財産が，修道院の解散の聞に国王に没収された。その結
果11年間病院は放置されたままであったが， 1551年に KingEdward VIによって再建されてい
る。
1813年には， StThomas' Hospitalの理事会において病人の世話に対すると同様に医学教育
に対しでもその責任を完全にすべきとさとり，医学教育だけを目的とした部門を病院の他の部
門から完全に独立させた。
1844年12月に病院の最初の王族理事PrinceAlbert ( Queen Victoriaの配偶殿下）が任命
された。
St Thomas' Hospitalは6世紀以上の間ロンドンの Sauthwark地域に存在していたが， 1859
年の当初， South Eastern鉄道はロンドン橋から CharingCrossまで鉄道の路線を引く目的
で病院の全用地を買収しようとしていた。病院の理事長は土地の全て，あるいは一部を売るか
どうかに同意できなかった。そして行き結った時FlorenceNightingaleが仲裁するために呼
ばれた。彼女は細部に注意し徹底的に事柄を調査した結果，すべての土地は鉄道会社に売った
ほうがよいという結論に達した。彼女は結果の覚え書を女王の配偶者（ Prince Albert ）と病
院の理事に送った。 1860年代に新しい病院が以前の敷地に建てられた。基礎石は1868年3月13
日に QueenVictoriaによって敷かれ，すごいスピードでたった 3年後の (1871年）新しい病
院は君主によって開院された。新しい病院のデザインは Nightingaleによるものであった。彼
女はパリへの旅行中発見した病院
建物の博覧会にひどく感動したの
である。新しい病院のデザインの
考えは，大きな病棟をそれぞれ台
所やランドリーなどを備えた個別
の部分に分割することであった。
すべてのパピリオンは，第二次世
界大戦の激しい爆撃にもかかわら
ず現在も残っている。 写真1 Award in St Thomas' Hospital eighty years ago 
1853年に指名され堂々とした MatronMrs. Wardroperは子供のいる未亡人で Nightingale
が最も尊敬していた女性であった。これはStThomas' Hospital内に看護学校を開校するにあ
たって，彼女の決定に大きな影響を与えた要因の 1つである。
St Thomas' HospitalがSouthwark （現在 Guy’sHospitalが建っている）から移転して最
新の病院を建設する必要が生じたときと同じくして， Nightingaleは5万ポンドの Nighting-
ale基金（クリミア戦争での彼女の仕事が評価され積み立てられた資金）を自由にすることが
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でき， Mrs.W ardroper及びMr.Whitefieldと協議した結果，彼女はStThomas' Hospitalが
養成能力を備えている点と， Nightingale基金が経費と看護婦の給与とを支払う能力があるこ
とが開校の根底となった。彼女がNightingale基金審議会と StThomas' Hospital理事会との
聞に交された契約には， Nightingaleが看護養成学校に必要不可欠と考えたあらゆる特色を具
体的に書いている。すなわち学校は財政的に独立すべきこととか，見習生は独立した部屋，つ
まりホー ムを与えられ， 宗教面以外の管理組織に対し義務をもっ婦長の配下の sisterのもとに
おかれるべきであるなどであった。
The Nightingale Training School for Nurses は1860年7月に開校された。
新しい StThomas' Hospitalにおける看護業務は，優秀な学校卒業生である見習生全員を雇
用したために著しく改善された。 1882年までには， Nightingale看護学校の見習生である出身
者たちは英国各地の施設の婦長，あるいは監督看護婦の地位についていた。また英国の病院の
みにとどまらず訓練された看護の組織的制度は Nightingale看護学校卒業生により英国の多く
の植民地，イ ンド，そしてスェー デン，ドイ ツさらにアメ リカ合衆国においても婦長，監督と
して活躍した。またこの人々が看護婦養成学校設立の原動力となっていった。
不幸にして StThomas' Hospital医科大学は当初，看護婦養成の進歩と歩調が合わなかった。
図 2 From NURSING THE FINEST ART An ilustrated history by M. Patricia Donahue 
PhD RN Fublisher C. V.Mosby Company USA 1985 
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志願者の数がきわめて少なく，かろうじて医学校の維持と講義科の保証できるにすぎなかった。
しかし新しい環境の病院に専属医師として Dr.Charles Murchisonが就任したことはただち
に効果をあげた。彼はロンドンにおける医学の最も偉大な臨床教育者であった。その他，内科・
外科医としては Mr.Sydny ・ Jones, Dr. Stone, Dr. Bristowe, Dr. Bernays, Dr. Tyler, Dr. 
Copemanカfし1た。
1891年に医科大学の校舎に特別教室，学生クラブが建られ，また「StThomas’s Hospital 
Gaz巴te」がはじめて発刊された。この Gazetteは昔の学生たちと病院とを緊密に結びつけた。
St Thomas' Hospitalは20世紀当初から第二次大戦にかけての応用医学の非常な進歩に伴って，
治療で終りとしたり，患者が病院から退院したことをもって使命が終ったという考えから発想
を切り替え，社会復帰と追跡作業の必要が認識された。 1905年には婦人指導員部を設置した。
図3 近代から現代への医学の発展
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社会医学という言葉が一般的になるずっと以前から，StThomas' Hospitalは指導員， 医師，
看護婦の密接な協力によって，はじめて患者のしあわせが確保されるものであることを強調し
てきている。おそらく20世紀の最も重要な公衆衛生運動である母子福祉は，StThomas' Hos-
pitalによって開拓されたものとして誇りをもっている。
第二次世界大戦後，病院は1000床の教育病院を構想し，他に自費患者のための病床が加えら
れるという基盤にたって，患者の世話と医学の発展のために歴史的仕事を続けなお発展推進す
るために再建された。しかし，1948年7月，医療国営事業として国民保健事業法が施行され，
政府に移管された。この制度は，国民は自分の居住する地区の家庭医のひとりに登録をする。
病気になったときは，この医師が必要と判断したときに病院に患者を送る。病院も地域制になっ
ているので病院へ来る患者の居住地域も限定されるのである。
St Thomas' Hospitalも修道院の奉仕事業から幾世紀かを経て変遷をく り返し，現在の国営
病院へと変ったのである。この歴史的流れの空間には多くの傑出した医師，看護婦そして文芸
人（ John ・ Keats ( 1795～ 1821）詩人， William・Somerset・Maugham ( 1874 -1965) 
小説家等）が輩出されたことは，現在もその輝しい偉業と最も確実に発展させた功を包含して
建っている。
2 . W. Anderson 
W. Anderson (1842～1900）はロンドンの生れであり，
The City of London Schoolで学んだ後，医学を志すまで
に何年かの時を置いたのは，彼の最初の志望が美術方面に
あったからである。彼は， StThomas' Hospitalからほど
遠くないLambeth美術学校に入学した。そこからは何人
もの有名な画家が輩出されている。彼はこの学校において
「素描」でメダルを獲得している。しかし彼の志は医学の
方向に変わった。
彼は， 1864年， 21歳の時に StThomas' Hospital医学校
に入学した。 StThomas' Hospitalは移転のため仮住まい
の時であった。ロンドン橋近くにあった古い建物は，
ミιニコ
写真2 MR. Anderson 
South Eastern鉄道によって買われた為，病院も学校も当時は壊された古いSurreyGardens 
の一隅に一時的に移されたのである。その建物は不便な点もあったが，医学教育におけるすべ
ての学部の設置に充分な広さがあり， 常設の建物と殆ど同様の教育が継続された。
彼がもっとも尊敬した外科学の教授は，Sir.Jon SimonとMr.Le Gros Clarkであり，2
人の医師はW Andersonの仕事に大きな関心をよせられていた。解剖学の教鞭をとったのは，
Mr. Sidney JonesとMr.George Rain巴yで後者はSt.Thomas' Hospital医学校では傑出した
解剖学者であった。内科の医学者では，Dr.Bristoweが常にかわらぬかたい友情で結ばれた
友人であった。これらの教授障のもとで彼は勉学に励み各学年を通して抜群の成績を収めた。
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1868年には， Thefirst College賞， th巴PhysicasSociety’s賞そして憧れの CheseldenMed-
alを獲得した。当然の結果，彼は病棟住み込みの外科医に任命された。 Derbyの州立診療所
で2年間の任期を過した後， W Andersonは1871年に新しい建物の開設にともなって St
Thomas' Hospitalに戻り外科医助手と解剖学の実施教育担当助手の仕事についた。彼は，た
ちまち教師として高い評価をうけ，この時すでに図解によって解剖学の授業を解説するという
非凡な才能を示した。このことは後続の学生達の賞賛のまとであった。
W. AndersonとStThomas' Hospitalの関係は東京の海軍医学校の校長として日本に赴任す
ることで中断された。彼は， StThomas' Hospitalを無念の思いで去りはしたが，学生達が彼
に抱いていた敬意の念は，貴重な顕微鏡を彼に贈呈したことによってもうかがえる。その顕微
鏡はその後，火・水の難を逃れて無事故郷にもどってきている。
東京への赴任は，断わるには惜しいほどの好条件で，すでに婚約していた Miss.Margaret 
Hallとの結婚が可能となった。
1873年に夫人と共にイギリスを離れ， 7年近くを日本で過した。この間W Andersonは日
本からの学生を次々と StThomas' Hospital医学校に留学させ，彼等は暖かく迎えられ，何人
かの学生は抜群の成績を収めている。このなかには東京慈恵医大創設者の高木兼寛も含まれて
いる。
日本からの帰国が決ったのは1880年であり，彼は帰国直後解剖学の共同講義に参加を要請さ
れている。これはMr.W. W. W agstaffeの病気による残念な退職により空席があったのである。
彼はまた，外科医科助教授としても選出され，以来，勤勉かつ人望の高い教師であった。彼は，
後に一般外来患者に加えて，皮膚科の担当も引きうけていた。
1891年には正規の外科医となり，それに付随して外科部門の共同講義も継続した。
以上が， W AndersonとStThomas' Hospitalとの関わりである。彼は，ほかの病院に専
属されることはなかった。殆んどは， StThomas' Hospital医学校と密接な関係をもち，その
他職業的任務としては，数年間，外科大学とロンドン大学において試験委員の仕事にたづさわっ
ている。
W. Andersonの美術における審美眼と業績は，言及するにおよばないが，王立美術院の解
剖学教授としての任命をうけられたことは，それが正当に認められたことを示している。彼の
仕事ぶりは，仕事の完壁さで有名であり，他の外科医が午前中は診察室ですごすような職業的
地位にある時も，解剖学の講義や実施教育にたずさわり続けたのである。また子を抜くような
ことは決してなかった。手術においても疲れをみせることもなく，リストにのった何人もの手
術にすぐとりかかり，それがすんでから病棟からの1人一 2人の追加があっても喜んで、引き受
けていた。これらはすべて冷静かっ沈着に外部には疲れた様子もみせずに行った。
同僚や学生，看護婦との交流では，彼は気取らないやさしい性格が示されていた。いらいら
したり，怒ったりした彼を思い出せない位で，遠慮深い人柄で目立つことはさけていたが，彼
を知る人からは，尊敬と暖かい気持ちで愛された人はいないだろうと，彼の才能も業績もやさ
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しい慎み深さで，より魅力的になったと評価されている。
St Thomas’s Hospital Gazetteは以下のように評している。
Mr. Andersonの生涯は，本当の優秀さが財産や後盾なしに，どのようにして次第に世に知
られるようになったかの実例を示したといえるだろう。また，まれなる故によりすばらしいと
いえるのは，特別の教育の恩恵なしで，職業人が自然や芸術や文学の美をいかに自力で学び，
最も文化的で‘洗練された人間として世に認められたかの見本になったことである。
m 来日したW.Anderson 
1.明治維新の社会的動向
1867年 （慶応3年）は，パリで聞かれた万国博覧会に幕府と薩摩藩はそれぞれ独立して，日
本で初めて参加し産業発展に大きな寄与をした。翌年， 1868年（慶応4年 ・明治元年）幕府が
滅び新政府軍が江戸を東京と改名した。江戸の人口は最大であった1830年頃， 130万人を超え
ていたと推定されてるが， 1869年（明治2年）「市中番組」による調査は人口， 50万3703人と
結論づけている。人口統計は1872年（明治5年）に初めて作成され，その時の人口統計では旧
武家地を含めて， 57万8290人であった。またこの年 （明治5年）旧江戸城の内郭および外郭を
画するすべての門の扉が撤去され， 東京内外の通行が24時間自由になったのである。
1871年（明治4年）には廃藩置県があり，その4カ月後に岩倉使節団（右大臣 ・岩倉具覗を
特命全権大使として，大久保利通と木戸孝允・伊藤博文などを副使とする代表団）が欧米に1
年半かけ，米国，英国，フラ ンス，フロシヤを経巡している。この使節団がSunFransisco 
に到着した時，副使の伊藤博文は歓迎の挨拶に次のように英語で話している。
「今日，わが国の政府と人民が，もっとも望んでいるのは，先進諸国が共有している文明の
最高の地点に到達しようということです。この目的のために，わたく したちは陸海軍 ・学問 ・
芸術，教育制度を採用しましたが，貿易の発達とともに，知識は自由に流入してきています。
われわれの改良は，物質文明の分野でも急速に進んでいますが， 国民の精神的改良は，さらに
大きなものがあります。わが国のもっとも賢明な人びとが精密な調査の結果，この点で一致し
ています。 数千年来，専制的な支配に絶対的に服従している間，われわれの人民は， 思想の自
主・自由を知りませんでした。 物質的な改良にともなって，彼らは長い間許されなかった特権
があることを理解するようになりました。内乱は一時の現象にすぎませんでした。……」
この使節団は単なる外交突渉のためではなく，外国の文化を全力あげて吸収しようとしてい
た。このことは59名の留学生を同時に連れていったこと，代表団に各省庁の中堅メンバーを多
く含んでいたことが，後の明治社会の建設に大きな役割を果す人々が出たのである。
1868年（明治元年）以降， ヨーロッパの王族たちがつぎつぎと来日した。 1869年（明治2年）
にはイギリスの PrinceEdinburghが来日し海軍兵学校跡の建物を外務省管轄に移して，延遼
館と名づけて宿舎にあてたと記録されてる。また，PrinceEdinburghは宮城に天皇を表敬訪
問したが，このとき明治天皇は答礼していない。わずかにQueenVietoriaへの銭別として，
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真筆の和歌を送っただけとなっている。
わが国は，欧米先進国の制度と，方法を幕末以来，外国から書籍の購入，そして特定ではあ
るが海外に行き学んできている。また明治初年より多数の海外留学生を派遣している。 1869年
1月（明治2年）～1870年11月（明治3年）までに政府が海外旅行免状を下付した総数は170
人及んでいる。この人々が帰国して直ちに近代化の一翼を担うことは，とうてい期待できなかっ
た。したがって生産設備に必要な機械を輸入しでも，実際に運用に通暁した人々が必要となり，
各分野に「お雇い外国人」としてわが国に迎え入れたのである。
2 . W. Andersonの招携と在日中の活動
外国人の雇用は明治政府が富国強兵・殖産興業政策をすすめる過程で考えられたことである。
兵部省は海軍軍人を養成錬磨する軍の施設を1869年（明治2年）から創設はじめた。 1873年8
月（明治6年）に海軍病院内に軍医療学舎，つまり海軍軍医学校が設立された。海軍軍医部は
イギリスに医師を求めたかは以下の理由にある。
明治維新前後の混乱の際，傷病者の手当に英国公使館付の医師WilliamWillisや横浜在住
の英国人医師などが動員され要職についたが， 1871年（明治4年）明治政府はドイツ医学を範
とすることを決めた。 WilliamWillisは鹿児島の医学校（藩立開成学校）で講義をし，ここ
でその教えを受けた高木兼寛は1872年（明治5年）に海軍省九等出仕・海軍軍医となった。こ
の高木兼寛のもう 1人の師石神良策は成辰の役で WilliamWillisの助手として活躍した人で
あるが，海軍軍医寮が設けられると，石神良策が実権者になった。彼は，箪医寮の人事におい
ても制度においても英国風にしたいと考えていた。 WilliamWillisの弟子たちを集めようと
したのもその為であった。次ぎに海軍軍医を養成するための学校には教官を英国から招くこと
であった。
1873年（明治6年） 10月に東京の高輪台町にあった海軍本病院にW Andersonは迎えられた。
小川鼎三氏は，彼の紹介文に「ロンドンの StThomas' Hospitalで学び，すぐれた外科医で
あった。典型的なイギリス紳士であり，多くの人々の敬慕をうけた。患者の診療と軍医の養成
に大いに努め，ひとりで医学の全科目を教えた。 W.Andersonは美術に造詣がふかく， 6年
の滞日中に日本の絵画，彫刻，漆器，陶器などを集めて研究し，その価値を世界に知らしめた。
帰国後『日本の絵画美術』と題する大きい著書を出している（1888年）。」と記している。
実際の教育は1873年（明治6年） 11月1日から始まった。教育内容は彼が滞在した 6年間に
解剖学，衛生学，内科通論，外科通論，病床実験，死体解剖，病体解剖IJ （病理解剖）など16科
目を教授するよう組まれた。ひとりで全科目を教え，その外，患者の診療にも努めた。特に軍
医の養成に力を注いだ。 W.Andersonの講義は高木兼寛はじめ，実吉安純，加賀美光賢，豊
住秀堅らが通訳して行なわれた。ただし，この忙がしいなかで， W Andersonは短期間のう
ちに日本語で授業を行なうまでに日本語を習得したのである。また，彼は1879年（明治12年）
に「看病要法」を海軍医務局から出版している。看護史からは明治初期の看護学書として取り
あげられている。
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1875年（明治8年） 4月24日の海軍省伺には 「海軍本病院ニ於テ患者治療ヲ始 トシ軍医生徒
ノ教授向懇切周到，随テ生徒モ今般卒業致シ候。努全ク嘱任ノ職務ヲ成之而後右伝習方夫々着
手致シ，E当省楽手ノ儀モ追々増員，最初本人雇入候節ノ人数ニ比スレパ即今殆三倍，障テ本
人教授致候楽譜相認候等ニテ，条約外多分ノ時間モ相費，加之楽鼓手等業術進歩ニ随ヒ実ニ繁
務ノ処，殊ニ勉励教習ノ儀ニ有之候……」 1880年 （明治13年）1月19日付では， ，.・H ・昨冬英
医アンデルソン御雇相成候以来，日々講場ヲ開キ時々実施ニ就キ教授頗ル勉励ヲ遂ケ，其勤労
不少……J1873年（明治6年） 10月11日横浜港 （周年8月2日英国出発）・1880年（明治13年）
1月25日帰国（予定）。同年1月23日・内謁見。「H ・H ・嚢ニ席列刺病流行ノ際ニ方リ能ク衛生方
法ヲ審議シ，為メニ其力ヲ致ス……」（勅語案）等が残っている。
W. Andersonはこの海軍軍医学校の通訳をした高木兼寛の学才と熱心さにヲ｜かれ，留学先
をStThomas' Hospital医学校に推薦している。W Andersonと高木兼寛との関わりのなかで，
つぎのような逸話が残っている。高木兼寛はあるとき芝の飲み屋で学友の実吉安純 （後に St
Thomas' Hospital医学校に留学）と大いに飲み，かなり酔って， W. Andersonの寓所 （仮住
まい）を訪ねた。彼は仕方なく高木兼寛を家に上げ，ウイスキーを饗したところ，彼はそのウ
イスキー の瓶をもったまま，がぶ飲みをして，まったくの粗暴，醜態を演じたらしい。翌日，
彼は別の用件でW.Andersonを訪ねたところ， W. Andersonは顔色を変えて怒鳴りつけた。
「西欧の紳士は礼儀を尊ぶことを本領としている。君が昨夜ゃったことは，断じて良識ある紳
士のやる行為とは思えない。君は酪町のあげく，ウイスキーの瓶をとりあげ，みずから手酌し
て，鯨飲しつづけたのだ。そんなことは，英国では馬丁走卒でさえけっしてないことだ。今後，
君が酒気を帯びて，わが家に来たら，一歩も家に入れないから，そのつもりでおってくれ。」
と言われた。この薩摩隼人的な高木兼寛も留学先は，StThomas' Hospital医学校に決まり，
1875年 （明治8年）6月13日に横浜を出航した。これらの計らいは石神良策と W.Anderson 
であった。高木兼寛が英国本土（ロンドン）に着いたのは7月であった。この航海中，高木兼
寛はW Andersonに推められた解剖学原書を 4回も読んだのである。
W. Andersonは1880年 （明治13年）1月25日任期満了で帰国した。このときの海軍軍医学
校卒業生は15名であった。このなかには今日の東京慈恵会医科大学の前進，1881年（明治14年）
5月1日に成医会講習所という医学校を開講されたが，この学校の教員には高木兼寛，松山棟
庵，加賀美光賢，豊住秀堅らのベテランのほかに， W.Andersonから教育を受けた木村壮介，
鈴木重道，鈴木孝之助，山本景行，島原重義，青木忠橘，鶴田鹿吉らの新進気鋭の海軍軍医が
加わっていた。
W. Andersonが帰国した1880年 （明治13年）は，「お雇い外国人」は1874年（明治7年）の
最高時と比べて半減している。陸 ・海軍省をみても両者とも 3分のl以下に減少している。海
軍省はこの年5月，イギリス人お雇い教師21名を一斉に解雇している。但し雇用をフランスと
比べるとイギリス15人・フランス l人となっている。この違いは日本海軍がすべての規準をイ
ギリス式に統ーしたことと関係がある。この間の事情は，「工部省沿革報告Jによると，この
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年11月19日，工部省より太政官に対して，「本省ニ傭使スル外国教師ノ人員多数ニシテ其経費
ヲ要スル頗ル巨額ナリ。是以テ嚢ニ経費節減ノ聖諭ヲ奉シ，務テ傭外国人ヲ解職セリ……」と
上申したことが記されていることでも判明する。経費節減の聖論とは，この年3月10日各省府
県宛の勤倹の達書のことで，西南戦争後の財政窮迫を乗り切るために出されたものである。
この後，日本人自体で近代化の実行面を担いうるようになってきた。「お雇い外国人」の果
した役割は過渡的存在として歴史的意義を担ったのである。
N 帰国した W.Anderson 
W. Andersonは，前記したように StThomas' Hospitalの外科医 (1880年〈明治13年〉より
外科助手， 1891年（明治24年〉より専任外科医）として，あるいは王立学士院（ Royal 
Academy ）の解剖学教授として活躍したが，その聞も，美術と医学，そして解剖学に対する
興味を持ち続けた。なお日本に（1873年一1880年まで東京に滞在） 6年間いたことは美術観を
拡大させた。彼は，東京で日本語を学び，日本絵画を徹底的に研究した。なお，日本絵画史の
詳しい知識も身につけていった。もともと W.Andersonは医学生になる前に Lambeth美術学
校で絵を学んでいたこともあり，後に StThomas' Hospital医学校で解剖学を教えた時にも，
黒板に描いた図の“大胆ながら正確な輪郭”で生徒たちを驚嘆させている。このように，医学
的な人体デッサンを得意とした W Andersonは日本美術の中でも絵画を愛し，西洋人として
は初めて，諸流派や主要な画家をきちんと歴史的に位置づけ，分類することを試み，これを論
文にまとめて， 1897年『日本アジア協会会報J（“The Pictorial Art of Japan" 1886年刊）を
出した。この本は， 19世紀に西欧人が書いた日本美術関係書の中でおそらく最も洞察に富み，
最も重要な著作であると言われている。彼が日本で入手した3,299点にのぼる日本絵画類は，
収集にあたって分類学的な完壁さを追求したことや，図解性と優れた技巧を好んだことをうか
がわせると評価されている。
日本絵画史に興味を寄せたW Andersonは，日本滞在の早い時期から作品蒐集を開始して
いたことは想像に難くない。購入価格についての記録は残っていないが，資産家ではなかった
ことから高価なものを買い入れる余裕はなかったはずである。しかし， 1870年（明治3年）頃
には伝統的な各流派の作品がいずれも人気を失っていたおかげで，彼は，土佐派，住吉派，風
俗画，狩野派，復古大和絵派，長崎派など，広範な領域の作品を蒐集することができた。南画
も少し含まれている。
帰国後も W Andersonは精力的に日本と日本美術に対する興味を追い続けた。彼の日本絵
画コレクションは1881年（明治14年）に3,000ポンドで大英博物館に買い上げられた。なお，
大英博物館理事会より，大英博物館蔵の“日本・中国絵画カタログ”（＂ AD巴scriptiveand 
Historical Catalogue of a Collection of Japanese cmd Chinese Paintings in the British 
Museum＂）の制作も依頼された 。1886年 （明治19年）に出版された544ページに及ぶこの目
録は，図版の数は少ないものの，画家の招介と詳細な注解により今日でも有用な文献となって
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いる。同じ年に， W Andersonは，この目録よりもかなり大判で，数多くの図版を収録した「日
本の絵画芸術（“ThePictorial Arts of Japan" ）」を出版した。この本の内容は，西洋絵画と
比較した日本絵画の特徴について，より幅広い分析を行なっている。同書には解剖学的な正確
さを何よりも重視した著者の視点が反映されていると言われている。 W Andersonは，日本
の画家たちの長所を「色の調和を完壁にとらえている」「直観的で適切な構図効果」「比類のな
い鉛筆（原文のまま）使いj「即妙で創意豊かな工夫J「鋭くて知的な観察眼」などのように惜
しみなく賞讃している。
W. Andersonは， 1892年（明治25年）にロンドンの日英協会が設立されると，その理事長
に就任し，死去（1900年〈明治33年） 58歳）するまでその任をつとめた。また， 1895年（明治
28年）には「日本の木版画，その歴史，技術，特徴」（ “JapaneseWood Engravings : Their 
History, Techniques and Characteristics”）を出版し，同年日本政府から勲三等旭日中綬章を
授与された。 W Andersonの死の翌年に発行された「英国伝記辞典J（“Dietionary of 
National Biography" ）には「優れた教養と容姿を備えた W.Andersonは，内気な性格さえな
ければらさに世に知られる人物となったろう」と記されている。
親日家であった W.Andersonと日本人の関わりを資料から探索してみた。
資料 1として TheFlorence Nightingale博物館収蔵の一通の手紙である。この手紙は，
1887年（明治20年） 10月31日付， W Anderson発信の HenryBonham Carter宛に出されたも
のである。 HenryBonham Carter は1861年（文久元年）ー1914年（大正3年）までの間，
Nightingale基金審議会の書記を務めた人物であり， Florence Nightingaleの従兄弟にあたる
人である。手紙の文面は，「拝啓， StThomas' Hospitalの見習看護婦に応募した，2人の日本
人には入学が許可されなかったという話を Miss.Pringleから聞き彼女が非常に残念がってお
りました。 2人の日本人の立場を私から事前によく説明しておかなかったことに，深く責任を
感じております。と申しますのも，私から説明しておいたなら今回のことはもっと好意的に判
断されたと思われますので，私がこの件に私情をはさむことに貴殿もお許しくださるものと信
じております。ぜひ話しておかなければならないことは，彼女等がこのようになった大きな原
因は日本から彼女達に同行してきた人物がイギリスへの航海の途中に死亡したためであるとい
うことであります。しかしながら，日本宣教師で現在ヨーロッパに滞在中の Sir.Francis 
Plunkettと私とで，もし必要なら彼女等の立場を証明することができるでしょう。本来であ
ればお願いできる類のことではありませんが，ひとえに寛恕のほどを願いあげる次第でありま
す。敬具」（ Ref. HI I ST I NC18 I 27 I 56 ) 
手紙の文中に出てくる 2人の日本人見習生は，東京慈恵医院看護婦養成所からこの年（明治
20年）7月23日，ロンドンの StThomas' Hospital看護学校に留学するため横浜港から出航し
ている。ロンドンには9月9日着と東京慈恵看護教育百年史に記されている。当時の医事新聞，
第237号 (1887年（明治20年） 8月5日付）には，「看護婦の洋行，東京慈恵医院看護婦教育所
の生徒，拝志ヨシネ，那須セイの2名は看護法研究の為，ロンドンのセント・トマス病院看護
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学校へ留学を申し付けられ7月24日横浜港より解績せり，看護婦洋行の晴矢なるべし」と掲載
されている。
日本最初の看護婦留学生を送り出した東京慈恵医院看護婦教育所は， 1884年（明治17年）に
設立されたわが国最初の看護学校である。創立者の高木兼寛は1875～1880年（明治8年一明治
13年）までの 5年間， StThomas' Hospital医学校に留学していた。その頃の Nightingale看
護学校はもっとも充実した教育を実践していた時期であり，高木兼寛はこの看護学校を視察す
る機会に恵まれていた。帰国後，彼はわが国に StThomas' Hospitalのような医療施設と
Nightingale看護学校の教育方針と方式を導入した看護教育を実施したいと考え開校したので
ある。その指導者を Nightingale看護学校に求めたが適任者が得られなかった。 Neghtingale 
は，自分の看護学校に求人がくれば，答えはきまって「養成を受ける女性をこちらへよこして
下さい」という返事であったとのことである。高木兼寛は幸い，アメリカでNeghtingale式の
看護教育を受けた Miss.M. E.Readを招聴することができたが， 2年後帰国したのである。
Miss. M. E. Readが帰国した直後にイギリスの看護法を研究させるべく見習生として 2人を
Nightingale看護学校に送ったのである。しかし，この 2人は，前記した手紙内容からは入学
不許可となっている。仮に，2人の日本人見習生が，東京慈恵医院看護婦教育所の生徒である
としたならば， 1889年（明治22年） 11月22日帰国と記録されていることは2年間，ロンドンで
看護学を学んだことになる。手紙では日本人見習生2人とあるのみで姓名は出ていない。もし
手紙の 2人が，日本からはじめて留学した東京慈恵医院看護婦教育所の 2人と同一で、あれば
W.And巴rsonの尽力によるものである。高木兼寛と W.Andersonの関わりは前記の通りである。
St Thomas' Hospital Nightingale看護学校には卒業者として留学した 2人の名前は名簿に
残っていない。現在，この2人の看護婦については追跡調査をしている。
資料2は，津田梅子文書のなかにある Journalin Londonと書かれた1898年 （明治31年） 11 
月16日から1899年（明治32年） 4月20日までの英文日記である。そのなかに Nightingaleと会っ
たことが書かれている。
Nightingaleは40歳から後半生は自宅にこもり，他人との面会はつとめて避けていた。わが
国で、彼女と会った人は，医師・石黒忠恵（1888年〈明治21年〉），医師・佐伯理一郎（1890年〈明
治23年〉）津田塾大学創始者・津田梅子（1899年〈明治33年〉），教育者・安井てつ (1899年（明
治33年〉）の 4人である。この 4人の記録も BritishLibraryには保存されていなかった。津田
梅子の日記が唯一のものである。津田梅子がNightingaleと会った日のことを克明に書いてい
る。その日記日付は， 1899年（明治32年） 4月20日である。 Nightingale79歳，津田梅子35歳
である。その日記の前半に「今日は出来事の多い日であった。大変出来事の多い日，というこ
とができる。今朝 LadyP巴arsonと出かけて， Mr.William And巴rsonに会った。彼は日本に
長くいたことがあって，たくさんの日本人を知っている。彼はしばらくの間，日本協会の会長
であったと私は思う。彼の家には日本のものがいっぱいあった。そして今日午後に私はFlor-
ence Nightingaleに会った。世界に有名な， FlorenceNightingal……Jと書かれている。3
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月20日の日記は他の日より一番長い文面である。その長い文面の少ない行であるが， W. 
Andersonの人柄が伺える。日本からロンドンに行った人々はこの紳士的でソフトな人柄の彼
と接遇したことと思う。津田梅子が， W Andersonと会ったのは彼が他界する 1年前の57歳
のときであった。
V おわりに
本調査では，英国の医師， W.Andersonに焦点を紋り，わが国においての活躍とその前後
の動静を社会背景と照合して解明を試みた。
W. Andersonは， St Thomas' Hospital医学校に入学したのは1864年（21歳）のときであっ
た。当時の医学校はSouthEastern鉄道に買われたため，古い SurreyGardensの一間で医学
教育を受けた。彼の受けた教育は，ベット・サイド教育つまり臨床教育の徹底したものであっ
た。この病院の理念は，「病気を診ずして，病人を診よ」という人聞に視点をあてた教育であっ
た。
英国の病院は，貧しい病者のための収容所から施設へと発展してきた。当然，ここで働く医
師を育てることが肝要であるため，教育の内容は実際的な臨床教育 （ベッ ト・サイド）であっ
た。この伝統は後世まで続いている。
彼は，このような臨床教育を優れた教授たちの薫陶をうけ， また彼の勤勉により抜群の成績
を修め，幾多の賞を受けている。優れた学生の当然の結果として病棟住み込みの外科医に任命
されている。このことは臨床医として優秀であることが認められたからである。
1871年に， Nightingaleが建築デザインをしたStThomas' Hospital iこDerbyの州立診療所
から帰院した。外科医助手と解剖学の実施教育担当助手として後輩の医学生を指導じている。
彼は，StThomas' Hospital医学教育の理念を受容し，非凡な才能を十分に発揮したことは，
文献資料から理解された。
日本の近代化という観点からみると，政府雇い外国人が最も重要な歴史的存在である。それ
は，明治新政府が主体となって行なわれたものである。近代化の根本的目的は，「国家の近代化J,
近代国家の建設であって，社会や個人の近代化あるいは民主化ということに主眼をおかなかっ
たのである。 明治新政府の近代化政策は「富国あっての強兵」であった。 明治政府は明治初年
より多数の海外留学生を派遣している。数年間の専門の知識を会得して帰国しでも，直に近代
化の一翼を担うことは，期待できなかったのである。1879年（明治12年）の段階でも外国人教
師に代えることが，（日本国内の教育をうけた卒業生は）できなかった。日本人自体で近代化
の実際面を担いうるまでの過渡的存在としての「お雇い外国人」は，歴史的意義を担ったので
ある。
1873年 （明治6年） 8月にわが国は，海軍病院内に海軍軍医学校を設立した。 イギリスに医
師である教官を求め， W.Andersonが迎えられたのである。政府雇い （官傭）の外国人であっ
た。実際の教育は11月から始められたが，彼は患者の診療と軍医の教育に努め，ひとりで医学
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の全科目を教えた。この件については，海軍省伺の文書をみても彼の勤勉さが解る。
イギリス紳士であるということは，高木兼寛との交流の文書からも伺える。W Anderson 
は任期満了で帰国したが，この年から，わが国は「お雇い外国人」を減じていった。これは，
経費節減と日本人技術者の養成を海外で留学研究を積ませ，その人たちをその任に当たらせる
ように変わったのである。
W. Andersonは，東京の海軍軍医学校の校長として滞在している期間に，日本絵画類を
3,299点余入手している。帰国後も彼は精力的に日本美術に対する興味を追い続けている。彼
のまとめた本をあげてみると，① W.Andersonは西欧人として初めて，諸流派や重要な画
家をきちんと歴史的に位置づけ，これを分類することを試みた。これを論文にまとめて1879年
「日本アジア協会会報」に発表している。② 大英博物館理事会より「大英博物館蔵の日本・
中国絵画カタログ」の制作を依頼され， 1886年に544ページに及ぶ本を書いている。この本は，
画家の紹介と詳細な注解がなされ，今日でも有用な文献となっている。③ 1886年「日本の絵
画美術」を出版している。この本は西洋絵画と比較した日本絵画の特徴について，より幅広い
分析を行っている。しかしこの本は解剖学的な正確さを何よりも重視した彼の視点が反映され
ているとも言われてる。④ 1895年には「日本の木版画，その歴史，技術，特徴Jを出版した。
この年，日本政府から勲三等旭日中級章を授与されている。
W. Andersonのこれらの業績が，大英博物館の日本絵画コレクションの学問的な方向性を
礎いたのである。彼がStThomas' Hospital医学校入学前の Lambeth美術学校でうけた教育
と彼の持つ美に対する審美観が生涯持ちつづけられていたと考えられる。なお，彼の日本絵画
コレクションは1881年（明治14年）に3,000ポンドで大英博物館に買いあげられている。
W. Anderson は1892年にロンドンの日英協会が設立されると，その理事長に就任している。
津田梅子の Journalin Londonのなかに書いてあった文章からも「たくさんの日本人を知って
いる。」と記されている。あるいは医師，石黒忠・佐伯理一郎・教育者，安井てつも彼に会っ
ていると考えられる。
W. Andersonの少ない資料からまとめてみた。大英博物館日本美術部研究員の Mr.
Timothy Clarkも， W Andersonの資料は，英国においても少ないとの答えであった。
わが国の近代国家への過渡的存在としての歴史的意義を担ったとはいえ，日本をより理解し，
美術を愛し，日本美術を世界的にしたことは，すばらしい人であり本当の紳士をこの調査で見
いだした思いであった。
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